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下のＡ・Ｂ群からそれぞれ１問を選択し、解答用紙の最初に選択した設問番号とアンダーライン

を引いた語句を明記したうえで、それぞれ解答用紙 1－2 枚にまとめなさい。 

                         （50点×2＝100点） 

 

 

Ａ群 

 

(1)風景構成法は検査者(あるいはセラピスト）が被験者（あるいはクライエント）  

 の前で画用紙の隅を枠づけしてから実施することが特徴だが、この枠づけにはどの 

 ような意味や効果があるのかについて説明しなさい。 

 

(2)スーパービジョンにおけるパラレルプロセスとはどういう現象なのか、具体例を  

 挙げながら説明しなさい。 

  

(3)ビオン(Bion,W.R)が提唱したセラピストのコンテイニング機能について、ウィ 

 ニコット(Winnicott,D.W)のホールディングという概念との違いが明確になるよう 

 に説明しなさい。 

 

 

Ｂ群 

 

(4)心理療法における共感と解釈について説明するとともに、これらは対立した治療 

 関与であるのかどうか、あなたの考えを述べなさい。 

 

(5)心理療法におけるセラピストの中立性について説明するとともに、なぜ中立性が 

 大切なのか、あなたの考えを述べなさい。 

 

 

 

 

 


